
平成 30年度定点景況調査【11月分】 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 



 

 

7.自社の経営上の問題点や困っていること等 15 件の回答 

 

市内取引先からの受注は年々減少。県外が増加だが、受注単価据え置き。(木工業) 

客の動きが鈍い(建築設計業) 

技能五輪など県内イベントが昨年より少なく、売上前年比 15％減。年末にかけて稼働率少な目。燃料

価格はやや落ち着いてきた。(旅客バス運送業) 

新卒者の就職時期は例年車両販売が増加するため、年明けからの受注増に期待。従業員は不足して

いる、（車両整備販売業） 

冬季は季節的に例年商品が動くので、販売増に期待。スタッフ教育、幹部社員の育成が課題、（養蜂

業） 

受注量は増加しているが、仕入単価上昇懸念。人手不足は深刻。（金属工業組合） 

組合内企業の多くが人材不足。外部からは外国人労働者受け入れに関する問い合わせが増加してい

る。今後は外国人労働者受け入れも視野に入れた人材確保の検討が必要。（団地協同組合） 

売上高前年同月比 9.2%減、（青果小売組合） 

一部資材に入手遅れが発生。鋼材価格が上昇傾向。（金属部品加工業） 

年末需要で受注は増加だが、資材価格が高騰し利益が薄くなっている。人手不足、従業員高齢化、機

械設備の老朽化が課題、（木工業） 

客足悪く売り上げが伸びない。事業拡大策が見えない。(タクシー業) 

忘年会・新年会シーズンを控え、やや動きがでてきた。(飲食業) 

年末にかけて予約が多く入っている。(飲食業) 

受注は昨年より 10％程度増加。(金属加工業) 

確認申請の許可が遅れているため、できうることが終了すると、次の段階までの間がきれてしまう、(建

設業) 

 


